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1931 年 4 月、夏には執筆予定者が合同研究会を開始した。続いて 10 月にはコミンテルンから
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で完成度の高い論文




る第 5 回配本の論文［平野 1933/2］には、確固たる新基準「三二年テーゼ」が十分の時間的余裕
をもって与えられた。
　『講座』とその後の論争で平野が発揮した能力から読み取れる平野の一面、つまり人文社会科学
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に向けて、短期集中で完成度の高い論考
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を仕上げる能力に着目して、そ
の持ち主を「知的技術者




































































































































もの」と纐纈が評価するのが［1981：40］、陸軍の臨時軍事調査委員会（1915 年 12 月設置、委員長
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国家に働きかけ、文部省直属
の民族研究所を獲得した。設立は戦時も深まった 1943 年 1 月であり、敗戦直後に廃止されたの




















表 1  学術動員による研究機関の整備（新設のもの）　 
（1）主要な国家機関によって設立されたもの
（2）それ以外                                                    
1932 國民精神文化研究所 （文部省） ― 堀一郎　和歌森太郎
財團法人日本學術振興會
1934 （日本民族學會）
1938 太平洋協會 ― 平野義太郎　清野謙次　（杉浦健一）
財團法人東亞研究所 （企畫院） ― 西村朝日太郎　棚瀬襄爾
第六調査委員會（支那慣行調査） ― 平野義太郎













1943 海軍ニューギニア調査隊 （太平洋協會海軍南方調査） ― 泉靖一




1943 海軍マカッサル研究所 ― 馬淵東一
臺北帝國大學南方人文研究所 ― 移川子之藏 宮本延人 馬淵東一 鹿野忠雄
1944 調査研究動員本部
北ボルネオ軍政部 （太平洋協會派遣） ― 鹿野忠雄
蒙古善隣協會西北研究所 ― 今西錦司　石田英一郎　梅棹忠夫









































一つの到達点として、1934 年 10 月に日本民族學會が発足し、翌 1935 年 1 月から季刊誌『民族學
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、一つの現在學的民
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として把握せねばならず、そしてこの點に於て民族學は現實の政治と接觸す
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、民族統治
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或ひは民族運動の研究
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もこれ
に依つて民族學と密接し、或はその基礎をもつことになるのである。民族學は


























































　太平洋協會は 1938 年 5 月に鶴見祐輔が中心となって設立した公益法人である。英語名は The 
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、太平洋政策ニ關スル國民ノ認識ヲ
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ノ確立ニ依リ之ヲ國策ノ上ニ實現スル
























　平野義太郎は、遅くとも 1939 年 7 月には太平洋協會に参加し、同年 9 月に弘報部長に就いた。
平野より先に、山田文雄が調査部長になっていた 20）。当時の職制では太平洋協會は、總務、企














































行をおこなった。1941 年 1 月から 2 月にかけて、南中国の廈門、広東、海南島へ。そして同年 5
月から 6 月、人類學者の清野謙次などとともに、南洋群島（日本領）、フィリピン（アメリカ領）、








































［ 3 ］自給自足の廣域經濟を確立し、［ 4 ］從來、米英帝國主義の壟斷のために妨げられて來た諸資











精神的な連帯によって、結合させなければならない（課題［ 2 ］、［ 8 ］）。
（B）軍事的に、日本および参加諸民族は、西歐諸国とりわけ米英による帝國主義的侵略支配に対し、
共同で防衛し、共同で解放を克ち得なければならない（課題［ 5 ］、［ 6 ］）。
（C）経済的に、日本および参加諸民族は、従来未開拓におかれていた資源を開拓し、相互交易を組織
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の法秩序を歴史的に展開してゆき、萬邦をして各その處を得しめ




















　平野は戦時期の最後の著書『大アジア主義の歴史的基礎』［1945/6］で、全体の 3 分の 1 を当て
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ーに導き入れうべきかの政策
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こそ、まさに、從來よりももつと重視さるべく、……この民族政策の根本的確立なしには、大東亞


















に初めて科學的な民族＝政治學が打ち建てられるであらう。  ［同上 : 220︲1］
これらの各民族政策を具體的に取扱ふこと
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
は、現實の政策に關する事柄であつて、原理的考察乃至
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と分つて考察すべきである。叉、兩者を一應區別する方が對策樹立の紛糾を避けるに便利
であらう。しかも、この現實の民族政策は
0 0 0 0 0 0 0 0
、さらに諸民族の習俗・生活慣行を知悉すべき
Angewandte Ethnologie［応用民族学
0 0 0 0 0
］と必ず緊密に緒びつくべきであらう。
























































































































ず、日本政府はインドネシアの独立容認を声明し（1944 年 9 月）、ジャワ軍政府はインドネシア
人指導者による「獨立準備委員會」を組織し（1945 年 5 月）、日本敗戦の直後の 8 月 18 日に、こ


















































い。この出版は好評だったようで、初版から 2 年で 7 刷を数えた。




してあり、編集主体を The Institute of the Pacific と表示している。












［ 4 ］太平洋協會編『フィリッピンの自然と民族』（河出書房、1942 年 6 月）





［ 5 ］太平洋協會編『南方醫學論叢』（南江堂、1942 年 7 月）
　熱帯の疾病を、とくに熱帯における日本人の熱帯馴化、疾病予防、公衆衛生の観点から、マラリ
ア、結核、フランベシア、精神病、鈎蟲病、フィラリア症などについて、医学的知識を提供する。
平野が「太平洋協會學術委員會代表者」の肩書で、「著作權者」となっている。1944 年 5 月に第
二版が『太平洋醫學論叢第一輯』の書名で刊行され、その奥付には平野の姓名に「ヒラノギタロ
ウ」のルビが振ってある。
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の調査当時の状況






［ 9 ］太平洋協會編、清野謙次『スマトラ研究』（河出書房、1943 年 8 月）









［10］太平洋協會編『太平洋の海洋と陸水』（岩波書店、1943 年 12 月）


































































































［14］太平洋協會編『南方へ挺身する人々：熱帶生活必携』（日本評論社、1944 年 6 月）
　太平洋協會における平野の出版プロジェクトについて考察する上で、最も興味深い書物である。
太平洋協會が企画した「南太平洋叢書」の最初の一冊。






















































































［15］太平洋協會『ニコバル島とその住民』（富山房創立事務所、1944 年 9 月）






























































































































































班に同行して、ヘールフィンク湾岸地域を総計 84 日間にわたって調査した［泉・中山 1944/11：
3］。中山は調査行動の助手であって、報告書の執筆は泉一人が担当したと思われる。泉は戦時中
の 2 冊のほかに、この調査に基づいて戦後にも研究論文 2 編を書いた［1949；1950］。つまり、
泉は海軍調査隊での調査に基づいて、あわせて 4 編の記述を残した。さらに自伝的な回想録にも















































　小型の B5 版で横書き、本文が正味 30 ページ余の簡明な報告書は、「調査概況、種族と人口、經
濟生活、社會の組織と其の機能、宗教」の 5 章に分けて調査成果を記述する。他方で、もう一冊
の単行書［泉・鈴木 1944/11］を見れば、共著者の鈴木が「二、體質」を担当し、「序」と「まえ



















































      （一九・二・二五） 



























































出版した。［ 1 ］、［ 4 ］、［ 6 ］、［ 8 ］、［12］、［15］、［17］、［20］がそれに該当し、さらにこのカ




















し て も、佛 領 印 度 支 那（［ 1 ］）、フ ィ リ ピ ン（［ 4 ］）、ニ ュ ー ギ ニ ア（［ 6 ］）、ソ ロ モ ン 諸 島
（［ 8 ］）、スマトラ（［ 9 ］）、ニューカレドニア（［12］）、アンダマン・ニコバル両諸島（［15］）ニュ
ーヘブリディーズ諸島（［17］）、ビルマ高地（［20］）と、ほぼ日本軍の戦線の拡大を網羅的に追跡
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から、より広い視野での学術の動員














が幅広く集合して、民主主義科學者協會を組織した（1946 年 1 月）。同協會は学術再建の一環とし
て「戰爭責任者、戰犯學者」の追及を試み、本稿にこれまで登場した人物の範囲では、高田保馬、
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からより一般的な学術の動員

















































































































は部分的に私の旧稿［Shimizu 2003］と重複する。この旧稿は、Jan van Bremen 氏と共同で国立民族学博物館で
































































會 1942］。日本民族學會の最終年度の會計報告によれば、會費収入が 1,442 圓、「澁澤理事寄附金」が 1,000




































22）鶴見太郎氏のご教示による（2005 年 12 月）。鶴見裕輔と平野の親密な関係は、当時の東京帝國大學を出た高
級エリートの間に、思想信条の差異（あるいは対立）を越えて持続するような親密な連帯関係がありえたことを
示している。
23）本書の「序」は「昭和十九年三月五日」付けで書いた［平野 1945/6：15］。平野は 1943 年にはこの書物の出

























31）先に述べたように、平野は 1941 年の 5 月 6 月に清野謙次とともに南方視察に出て、南洋群島にも立ち寄った
［1942/2a：3］。この当時、野口は南洋群島文化協會の職員（機關雜誌『南洋群島』主筆）で、南洋廳囑託でもあ






















































40）1946 年 9 月に『民族學研究』新第三巻第一輯の再刊を果たした財團は、寄付行爲は変更しないまま、その発
行母体としての名称に「日本」を加えて「財團法人日本民族學協會」を名乗った。
41）岡正雄の令息岡千曲氏よりご教示を受けた（2011 年 6 月 4 日）。
42）高田保馬は 1946 年 12 月に京都大学経済学部の［高田 1957：21］、平野義太郎は 1948 年 10 月に東京都の適
78　
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